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むことは今や一般常識のように言われてお

ります。

しかし、環境アセスメントを実践・実行

すると言うことはつまり、我々現場技術者

がこれまで様々な現場で、施工条件等の異

なる工事に対し真剣に向き合い、緻密に計

画し実践している事と同じように、各現場

の状況や条件に対応した環境影響評価（環

境アセスメント）を行わなければならない

と言うことに他ならないのです。

今回私が実践した環境アセスメントは時

代のニーズに合った合理性の追求、尚且つ

独自のアイデアを施工計画に反映させたも

のでした。その結果、濁水被害・環境汚染

を最小限に食い止めることに成功しまし

た。また、緻密なデータ管理を行った事に

よりこの河川環境を熟知することも出来ま

した。

今回の環境保全に対する取り組みこそが

現場における環境アセスメントではないか

と考え、こういった取り組みを更に追求し

自身のスキルアップにつなげるべきであり

また、今後の建設業界が真剣に取り組むべ

き方向性であると確信しました。

尚、今工事は「国土交通省九州地方整備

局長」より「平成18年度安全施工賞」を

受賞する事が出来ました。

１．工事内容

当初は昭和53年溜池堤防改修工事で堤

防・底樋・斜樋を設置する工事であった。

補修工事は、平成19年12月施工で余水吐

と放水路の敷張コンクリートの部分補修

及び土砂埋戻工事であった。

２．工事の経緯

昨年の11月初旬に、当社が施工した工

事でのことで一般の方から電話があった。

今から27年前のある公共事業で、私が主

任技術員を担当した溜池堤防改修工事に

ついての事であった。その人は当時の溜

池の水利関係者であって、それで当社を

覚えていて、連絡してきたのだった。話

の内容というのは溜池の余水吐付近で水

漏れがあり、公共工事として修理しても

らったが、水漏れが改善されてなく、発

注者側が再修理に手間取っているので、

当社で一度、現場を見てほしいと言う事

だった。

当時は、環境問題について余り発注者

からは、指摘されることはなかったが、

溜め池の関係者から、立木や野草など、

種類によって伐採しないように注意を受

けていた。工事が進捗し、堤体も８割完

了した時点で、余水吐工の施工に当り、

それに接続する放水路の計画位置に何本

かの桜の木があった。それを水利関係者

に相談して、残す木と伐採する木を決め

てもらった。発注者の監督員にもその事

を報告して、残す木と植え替え位置を確

認し、了承を得た。そして無事、工事が

完成し、竣工検査も終わって現在に至っ

ている。早速、水利関係者と出会って、

いっしょに調査に出かけた。行ってみる

と修理した工事は、堤体の池側に布型枠
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でモルタル張工を、余水吐入り口を囲むよ

うにして設置していた。これは池側からの

水の流出を防ぐ工法だが、効果がなかった

らしい。周辺をよくみてみると、余水吐か

ら放水路に続くコンクリ－ト擁壁沿いに、

当時残した桜の木が５本立っていた。

しかし、２本は枯れていて根のほうも腐

っている。踏んでみると穴が空き、下方に

空洞が出来た。その部分をスコップで広げ

て見ると、放水路のコンクリ－ト擁壁の裏

から、敷張コンクリートまで空洞が続いて

いた。根っこが腐って空洞になったのであ

った。たぶん池まで達していて、そこから

水が漏れ出ていると推測された。それから

一週間後に、当時の発注者から連絡があり、

その溜池の補修の見積を出せということだ

った。

３．反省点

今考えると、当時、木は成長して大き

くなるとは思っていたが、根が張って放水

路の下から、余水吐を通って池側にまで伸

びるとは、考えもしなかったし、それも枯

れて腐ってそこから水が漏れるとは予想も

できなかった。今後、このことを参考にし

て、工事をしなければならないが、現在は

環境問題で植栽がいろんな工事で利用され

ているので、十分検討して施工していかな

くてはならないと思う。

写真－１　補修前の立木

写真－３　補修後の敷張コンクリート

写真－２　腐った根




